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4月24日～26日、ひょうごボランタリープラザ主催の「災害ボランティアバス」に、兵庫県生協
連から4人が参加しました。バスには、他の支援団体も含め計15人が乗り込み、発災から4カ月経
過した能登半島地震の被災地のひとつの珠洲市ボランティアセンターを訪問し、被災家屋の片づけ
作業を行いました。
（関連ページP8）

4月24日　神戸駅前から夜行バスで出発する様子

4月25日　石川県珠洲市社会福祉協議会のボランティアセンターに到着。
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市民・生活者が主人公になる 
まちづくりに必要なこと

生活クラブ生活協同組合都市生活
専務理事

山本 晋也
（やまもと・しんや）
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　2023年度第 3 回 医療生協部会は新共立
病院の見学を兼ねて、姫路医療生活協同組
合にて開催しました。新共立病院の見学に
は、ろっこう医療生協、宝塚医療生協の役
職員 9 名も参加し 2 班に分かれて、地域に
密着した病院として①医師との連携による
チーム医療②看護師、ケアワーカーによる
心かよいあう看護、介護③専門職による生
活リハビリテーション・口腔・嚥下アプロー
チしている現場を見学しました。

　その後、次年度計画、介護報酬改定対応などの意見交流
をしました。「仲間ふやし・出資金ふやし・班づくり・担
い手づくり」を進めることで健康で安心して暮らせる地域
づくりを強化する。健康まつりの再開に向けて実行委員会
を立ち上げる。「医療から介護へ」「病院から施設へ、施設
から在宅へ」の流れをつくり、「地域包括ケアシステム」
導入の準備を進める等の計画が報告され、次年度方針を共
有することができました。

姫路医療生協 黒岩専務から説明を聞く見学者

病院内の見学の様子

第３回 医療生協部会
新しい共立病院を見学しました新しい共立病院を見学しました

賀川豊彦召天 64周年 記念集会　に参加しました
　 4 月27日、賀川記念館 メモリアルホールにて開催された記念集
会に兵庫県生協連合会の事務局メンバーが参加しました。

　会の中で前兵庫県農業協
同組合中央会常務理事の小
寺 收氏による「賀川豊彦、『食
と農』を想う」の講演があり、
災害が続くこの時代に賀川
精神をどう継承すべきかを
参加者と共に考えました。
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　 3 月 7 日に兵庫県生協連初級経理学校をオンラ
インで開催し、24名（ 6 会員生協・ 5 関連会社）
が参加しました。
　日本生活協同組合連合会　管理本部　経理部　
湯浅　慶星氏から①経営分析の基礎②決算関係書
類の見方③経営分析の目的と考え方④収益力の分
析⑤安全性の分析⑥生産性の分析についてケース
スタディも加えて講義いただきました。
　参加者からは「初めて受講しましたが、丁寧に
解説いただき理解しやすい講義内容でした。特に
分析に関する講義は比較例を出しながら進められ
たので、イメージしやすかったです」「企業の経
営分析に関心があったため、今回の講義は最適な内容でした。図解もあり資料も解り易く、分析内容
の相関関係についても理解することができました」「とてもわかり易い研修でした。初級の方に向け
たさわりから、B/S・P/L の分析の仕方や実践を短い 3 時間に盛り込んだ内容で、効率よく勉強する
ことが出来ました」などの感想が寄せられました。

兵庫県生協連
「２０２３年度初級経理学校」を開催

講師　湯浅　慶星氏

ひょうごまるごと健康チャレンジ2024 
実行委員会（第1回　第2回）を開催

2024年度
「JCA学習会」「IYC2025説明会」に参加

　ひょうごまるごと健康チャレンジ実行委員会を 4 月10
日に第 1 回、5 月15日に第 2 回を開催し、チャレンジコー
スやチャレンジシートの内容、進め方を検討しました。
　実行委員の皆さんからは「今年度は小学生やその家族
に向けての発信したい」「地域の様々な組合員さんとつ
ながりをもって進めたい」という声が出されました。
　今年度もチャレンジ期間は 7 月から11月の予定です。

「ひょうごまるごと健康チャレンジ」はスタートから 7
周年。今年も自分にピッタリなメニューを選んで、気軽
に健康習慣づくりに取り組みましょう。詳細は 7 月号で
ご案内いたします。

　 5 月17日、Zoom を使用したオンライン開催にて「JCA 学習会」
「IYC2025説明会」に事務局メンバーが参加しました。
内容は、
●協同組合のアイデンティティにかかる取り組みや提言について
●県域協同組合連携組織の現状と協同組合間連携について
●2025国際協同組合年（IYC2025）の進め方について
　などの報告や提案があり、その後意見交流をしました。
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第３回保健・医療・福祉研究会を開催
　 3 月19日に保健・医療・福祉研究会を開催しました。今回の研究会では、次年度に向けテーマとし
て考えていくための意見交換を行いました。研究会の皆さんからは、「『保健・医療・福祉』研究会の
意味を再確認し、それぞれの専門性を活かした組合員活動を中心に据えて考えることが大切」。「『地
域コミュニティづくり』における生協の役割として、日常で困っている人（高齢者、子育て中の人、
障がい者、生活困窮者などさまざまな人）に生協がどうかかわっていくかという福祉の視点、阪神淡
路大震災から30年を迎えるにあたって、災害時に助け合うコミュニティづくりをどう作っておくかと
いう視点が必要」「勝部氏の講演で聴いた『すべての人に居場所と役割を』の考えは、困っている当
事者にとって必要であるとともに、職員の人材育成でも必要。今後、職場で職員それぞれの機能的な
自立をすすめたい。」などの意見が出されました。
　次年度のテーマとしては「地域福祉活動と組合
員活動」「居場所づくりと役割」「支えられる福祉、
参加する福祉」等の案が出されました。

保健・医療・福祉研究会
　「長寿社会のすすむなか、保健・医療・福祉
のあり方や生協の果たす役割を求める」ことを
目指して1991年に設置されました。

兵庫県の「消費者教育支援事業」に取り組みました
　兵庫県の消費者教育支援事業を活用して、会員生協・団体では毎年、エシカル消費、各種消費者問
題の未然・拡大防止など様々なテーマのイベントや学習会などを開催しています。
　2023年度の取り組みをご紹介します。（※甲南大学生協は 3 月号で特集）

生活クラブ生活協同組合都市生活 親子で！遊んで学べるローカル
SDGs学習会

2023年7月29日
85人参加

生活協同組合コープ自然派兵庫 自然派フェス2023 2023年12月2日
2000人参加

神戸市民生活協同組合 高齢者の消費者被害防止対策
学習会

2023年11月9日
75人参加

親子で！遊んで学べるローカルSDGs学習会の様子

自然派フェス2023　コープ自然派兵庫の皆さん

高齢者の消費者被害防止対策学習会の様子
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ほたるいか祭り＆地エビ開催 有機栽培で消費者に
安心・安全なメロンを提供する

　丹波篠山市の前川康幸さんは、元々一般企業で
働きながら水稲や黒大豆等を栽培していました。
生産者の高齢化や後継者不足が進み、地域の耕作
放棄地が増加していく状況に危機感を覚えたため、
6 年前に専業農家に転向し、「丹波篠山ファーム
Maegawa」を設立しました。農業を引退した生
産者から 4 ha もの耕作放棄地を引き受け、現在
は10ha のほ場で水稲や黒大豆の他、メロン等を
栽培しています。　
　独立するにあたり、市内で果物を栽培している
生産者が少ないと感じ、幅広い世代から人気があ
るメロンの栽培を始めました。より安全なメロン
を消費者に届けるため、前川さんは、化学肥料の
代わりに米ぬかや海藻、魚粉等を発酵させた自家
製のぼかし肥料を使用しています。　
　また、無農薬栽培にもこだわり、農薬の代わり
に500倍に薄めたお酢を適度に土壌散布すること
で、害虫が果実に付着しないように工夫してい
ます。JA 丹波ささやま 営農部 営農指導課 TAC 
浅山久留美さんは、「前川さんは独自で研究を重
ねた有機栽培で、消費者だけでなく地球にもやさ
しい農業を確立している数少ない生産者です」と
話します。　
　有機栽培に取り組み続けた結果、前川さんのメ
ロンは、令和 4 年に農薬や化学肥料等の化学物質
に頼らない方法で生産された食品に与えられる有
機 JAS 認証を取得しました。　
　前川さんは、今後も安心・安全なメロンを消費
者に提供するため、有機栽培に取り組んでいきます。

JA 丹波ささやまJF 浜坂

　日本海に春を告げるホタルイカ漁。全国トップ
の水揚げ量を誇る JF 浜坂の浜坂漁港にて、 4 月
7 日（日）「第26回浜坂みなと　ほたるいか祭り
＆地えび」が開催され大勢の来場者で賑わいまし
た。（実行委員会発表　約 2 万人）
　会場では、カゴに入ったほたるいかをクレーン
でつり上げ大釜で茹であげる「ほたるいか釜揚げ」
の無料試食では約3,300食分が振るまわれました。
ほたるいかの軍艦巻きや甘エビの漬け丼、モサエ
ビの漁師汁は早々と売り切れ、同イベント名物の
沖漬けやほたるいかのしゃぶしゃぶにも長い行列
が出来、他にもほたるいかの串揚げや炊き込みご
飯など様々なほたるいかや地えびグルメが多数販
売され大盛況でした。
　また、特設ステージでは制限時間内に食べた匹
数を競う「全日本わんこほたる選手権」が開催さ
れました。抽選で選ばれた参加者がステージ上で
熱い戦いを繰り広げ、他にも景品引換券入りの「お
楽しみもちまき」や「浜坂高校ダンス部によるラ
イブ」などの多数の催しが会場を盛り上げていま
した。

舌鼓を打つ来場者

ホタルイカしゃぶしゃぶ

当日の様子

6

兵
協
連
だ
よ
り



　みなさま、こんにちは。適格消費者団体 NPO 法人ひょうご消費者ネットの吉江直記です。
　毎朝、ラジオを聞きながら、電車通勤をしています。ラジオと言ってもスマホの radikoというラジオア
プリで聞いています。番組の中で 3 分映画短評というコーナーがあり、「映画神社のおみくじ」で選んだ
映画をDJ が観て、あらすじと感想をリスナーと共有するのです。私、映画はほとんど観ないのですが、
そのコーナーが大好きでして、DJの流れるようなあらすじ紹介から見てもない映画が思い浮かび、その
興奮も伝わってくるのです。そして最後に「あー、映画ってやっぱりいいものですね」と締めくくられるのです。
　さて、話が長くなりましたが、事業者が交付するクーリング・オフができる取引の契約書などが、電子交付でもできるようになっ
たというお話でした。消費者に事前に電子交付することの承諾が必要で、電子交付が利用できるのは、日常的にスマホや
パソコンを使用していて、自分で操作ができる人に限るということとなっています。
　電子交付の場合、注意してほしいのが「電子交付なら60円引き、50ポイント贈呈」などの利益供与は禁止、「電子交付な
ら無料、紙交付なら郵送費請求」も禁止されています。電子化などで、いろいろ変化のある時代です。頭のどこかに置い
ておいてもらえたらと思います。

適格消費者団体 NPO 法人ひょうご消費者ネット

窓の

〒650-0011　神戸市中央区下山手通五丁目７番11号兵庫県母子会館２階 C
TEL：078-361-7201　E-mail：office@hyogo-c-net.com

ひょうご消費者ネット
連　絡　先

令和 6年度消費生活講座 ～大人の教室シリーズ～

専門家が伝授！消費者力アップ術
参加
無料

　人気の専門家による消費生活講座を開催します。オンライン（Zoomウェビナー）で、ご自宅から
期間中いつでもご視聴いただけます。また、会場でのライブ配信のご視聴も可能です。お気軽にお申し
込みください。

対　　象：

申込方法：

お問い合わせ：〒650-0046　神戸市中央区港島中町 4-2
兵庫県立消費生活総合センター 消費生活情報プラザ　TEL：078-302-4001（平日 10 時～ 17 時）

兵庫県在住・在勤・在学の方
オンライン参加（Zoom ウェビナーでの視聴）　先着 200 名　←「見逃し配信」をご視聴の方もお申し込みが必要

　① 申込サイトからお申し込みください。 （下記 URL　または　上記 QR コードでアクセス）
6/14（金） 極限生活から考える SDGs：
　　　　　https://us02web.zoom.us/webinar/register/WN_P1exn7mqQLeeavY1eqtCQg
6/28（金） ネットトラブル最新情報：
　　　　　https://us02web.zoom.us/webinar/register/WN_4Ug5wxWVSwivoPj5k2uELg

　② Zoom ウェビナー招待メールが届きます。当日、参加リンク部分をクリックしてご参加ください。
• 申込後、数時間たっても招待メールが届かない場合は、下記までお電話でお問い合わせください。
• いただきました個人情報は、当講座の運営管理にのみ使用いたします。

会場参加（兵庫県立消費生活総合センターへの来所）　先着 30 名　←当日のみ

　電話でお申し込みください。　→　☎ 078-302-4001（平日 10 時～ 17 時）

※各講師はオンラインでの出演となります

申込
サイト
ＵＲＬ

6/14（金）
　14：00～15：30

見逃し配信

 6/14（金） 17 時～
　6/16（日） 24 時

～南極発リメイク料理のお味は？～

 極限生活から考える SDGs
第 57 次南極観測隊・調理隊員  渡貫　淳子 氏
資源が限られた南極での料理作りにヒントを得て、調理の工夫
のコツを学び、地球環境負荷の少ない生活を目指しましょう。

申込サイト
QR コード

6/28（金）
　14：00～15：30

見逃し配信

 6/28（金） 17 時～
　6/30（日） 24 時

～スマホに届いたそのメールは安全？～

 ネットトラブル最新情報
（独）情報処理推進機構・グループリーダー  中島　尚樹 氏
偽ＳＭＳやメールによる詐欺、パスワードの管理等、インター
ネットのリスクを知って安全に使う方法を学びましょう。

申込サイト
QR コード
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ホームページ ●アドレス（URL）：https://www.coop-hyogo-union.or.jp●E-mailアドレス：hyogo@kobe.coop.or.jp
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能登半島地震
災害ボランティアバス参加報告

　発災から 4カ月が経過した石川県能登半島地震の被災地に向けて、兵庫県社会
福祉協議会の「ひょうごボランタリープラザ」が災害ボランティアバスを運行す
ることになり、兵庫県生協連からは 4名が参加しました。

1 ．実施日時：2024年 4 月24日（水）21時出発～ 4 月26日（金）15時帰着

2 ．支援場所：石川県珠洲市（珠洲市飯田町 珠洲市ボランティアセンター）

3 ．�参 加 者：兵庫県社会福祉協議会（ 2 名）　兵庫県丹波県民局（ 2 名）　兵庫
県県民生活部県民躍動課（ 2 名）　大学コンソーシアム（ 2 名）　川崎重工㈱

（ 1 名）　兵庫県危機管理部災害対策課（ 1 名）　日本旅行㈱（ 1 名）　兵庫県
生協連（尼崎医療生協 2 名・ろっこう医療生協 1 名・兵庫県生協連事務局 1
名）� 計15名

4 ．�現地状況： 4 月末訪問時の現地は、未だ道路と水道のインフラ復旧の途上で、
住宅や民間の施設の復旧には手が付けられていない状態。全壊、半壊の家屋
の住民は市内避難所や市外に避難しており、また一部破損の家屋であっても
修理しなければ住めないため避難中の住民が多い様子。地域内では窃盗など
の犯罪が多く、警察のパトロールも頻繁に見かけました。

5 ．�活動内容：珠洲市ボランティアセンターで当日の訪問宅と作業の説明を受け
ました。センターには運搬用の車両をはじめ家屋の片づけに必要な備品が揃っ
ていました。

　　�　全員で敷地内の倒れたコンクリート塀や屋内の壊れた家具を庭に集め、砕
いて素材別に分け、食器窓ガラスなども細かくして分別しガラ袋に詰めました。

　　�　それらを軽トラック 2 台で市内の解体物指定置き場へ搬出する作業を繰り
返しました。作業自体は 4 時間程で終了しました。

6 ．�感想と課題：被災地域では、専門業者によるインフラ復旧と倒壊家屋や事業所の撤去を優先して進めてい
る状態ですが、まだまだ間に合っていない様子です。一方でその地域に入ることが出来る民間のボランティ
アは、住民が避難先から帰って来て住み続けられるよう家屋の片づけや仮設住宅への引越し支援などを行
いながら、困りごとや相談の話を聴き、必要な部署へつなぐなどの訪問活動を行うことで、くらしへの不
安が和らぐよう心理面で支えることが求められます。

　　�　現地で直接支援の経験を身近な災害時対応や防災・減災の取り組みに
も役立てたいと思います。今回は住民の皆さんに寄り添い、困りごとを
聴いて解決していく貴重な学びの機会となりました。

ボランティアの様子や兵
庫県生協連からの参加者
の感想は、こちらのHP
からご覧ください

5
月
号
5
ペ
ー
ジ
の
お
詫
び
と
訂
正

　

5
月
号
5
ペ
ー
ジ
「
2
0
2
4
年
度　

通
常
総

（
代
）会
」
日
程
一
覧
の
記
事
に
お
き
ま
し
て
、
兵

庫
県
生
協
連
合
会
の
開
催
日
が
間
違
っ
て
お
り
ま

し
た
。
正
し
く
は
6
月
24
日
㈪
で
す
。
お
詫
び
し

て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

8

兵
協
連
だ
よ
り


